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学 会 記 事

第 4 回新潟胆月琴研究会

日 時 平成1 5 年 9 月 2 0 日 (土)

午後 2 時 -

会 場 朱鷺 メ ッ セ

3 F ｢ 中会議室 3 0 2+

1 ． 一 般 演 題

1 　 経 皮 経 肝 胆 嚢 ド レ ナ ー ジ 後 ， 経 乳 頭 的 胆 嚢 ド

レナージに移行した急性胆嚢炎の1例

五 十 川 修 ・ 武 井 伸 一

厚生連刈羽郡総合病院内科

症例 は老人性痴呆を有する 8 1 歳女性 . 堰吐, 腹

痛を主訴に
, 平成 1 4 年1 1 月 3 0 日初診. 急性胆嚢

炎と診断され, 同日 F r G B D を施行し入院. 入院

後 は不穏が強く , チ ュ
ー

ブ を抜こう とする た め
,

両上肢 の 拘束を行 っ た . チ ュ
ー ブ造影 で は 3 -

4 m m の 小結石 が数個認め られ, 胆嚢摘出術の 方

針と した が
, 家族 が難色を示 したた め

, 内視鏡的

ド レ ナ - ジ ヘ の移行を試み た . 1 2 月 1 2 日,
E R C P

に引き続き,
7 F r lO c m の E R B D チ ュ

ー ブを胆嚢一

十 二指腸間に留置し
, P T G B D チ ュ

ー ブを抜去 し

た . 1 2 月 1 5 日退院し, その 後, 胆嚢炎 の 再発は な

か っ たが
, 平成 15 年 5 月 2 1 日自宅 で就寝中に心

肺停止となり永眠された . 胆嚢炎に対する経乳頭

的 ド レ ナ
- ジ術は

一 般的で はなく, チ ュ
ー ブの 長

期留置例 の 報告もほとんどみられな い が
,

本症例

にお い ては経過中, 良好な ド レ ナ
- ジが得 られた

.

2 　 経 時 的 に 観 察 し え た 黄 色 肉 芽 腫 性 胆 嚢 炎 に 伴経時的に観察しえた黄色肉芽腫性胆嚢炎に伴

う十 二 指腸隆起性病変の 1 例

高 橋 澄 雄 ・ 東 海 林 俊 之 ・ 早 川 晃 史･

生 天 目 信 之 * ・ 加 藤 清 * ・ 五 十 川 正 人 * *五 十川正人
* *

新潟 こ ばり病院消化器内科

同 外科
*

信楽園病院内科
* *

症例 は 48 歳, 男性. 平成 14 年 1 2 / 2 9 より右季

肋部痛, 堰気 出現 し当院受診, H 2 bl o c k e r , 抗生

刺, 鎮症剤 など処方され症状消失 した. 平成 1 5 年

2 / 3 より 同様 の 症状出現 し, 2/ 1 0 再診, 白血球

1 2 84 0/ m m
3

, C R P 8 . 4 m g / dl と炎症所見および腹

部C T にて胆嚢結石, 胆嚢壁肥厚, 胆嚢周囲の 脂

肪 d e n sity 上昇認め られ, 胆石, 胆嚢炎の 診断に

て入院とな っ た
. 絶食, 抗生剤投与にて経過観察

して い た が
,

2 / 1 3 曜吐出現. 腹部 Ⅹ
-

P で は胃の

拡張が認 めら れ, 2/ 1 5 G T F で は十二 指腸球部 に

潰癌をと もな っ た隆起性病変を認 め
,

そ の ため

S D A 付近で 狭 窄 し て い た . 隆起 か ら の 生検 は

G r o u p I であり経過や C T 所見 か ら胆嚢炎の 炎症

波及による炎症性腫痛が最も疑われたが
, 胆嚢癌

の直接浸潤や十二 指腸の 粘膜下魔境も完全 には否

定で き な い 所見と考 えられた . し か し 2 / 1 7 G T F

で は隆起は縮小 し
,

S M T 様 の 隆起 へ の 変化が み

られ
,
3/ 1 0 には さら に縮小, 白色調 の Y - Ⅲポリ

ー プ状隆起と して 認 められ た . また 2/ 2 6 E U S で

は胆嚢内に m a s s 認めず肥厚した胆嚢と十二 指腸

が連続 し て い ると い う所見であ っ た . 以上 の 経過

か ら胆石
,
胆嚢炎 の 十二指腸穿破と診断, 3 / 1 3 開

腹下胆嚢摘出術施行 した . 術中所見 で は胆嚢は十

二 指 腸 と癒 着 , 摘 出標本 で は R A S 内 に Ⅹa n -

tb o g r a n ul o m at o u s c h a n g e が認め られ, 黄色肉芽

腫性胆嚢炎と診断された. 黄色肉芽腫性胆嚢炎 に

伴う十 二 指腸隆起性病変を経時的に観察し診断 に

有用 で あ っ た症例を経験した の で
, 若干の 文献的

考察を加 えて 報告する .


